
Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

舎
庁
本
所
役
市

舎
庁
野
曇
安
県

所
支
合
総
科
豊

所
支
合
総
高
穂

所
支
合
総
郷
三

所
支
合
総
金
堀

所
支
合
総
科
明

　

北
筑
・
村
形
山
・
村
坂
生
・
市
本
松

隣
近
の
村

4

会
議
協
祉
福
会
社
と
村
市

を
4

見
後
年
成
「
る
守
を
利
権
の
者
害
障
や

し
け
受
お
を
談
相
ら
か
ど
な
族
家
や
人

●

所
場
　

所
支
川
梓
所
役
市
本
松

2
階

　
（
88･

９
９
６
６

 

88･

７
４
６
６

）

●

料
用
利

　

料
無

●

務
業

間
時
談
相
・

　

前
午

8
時
30
分

5
時
15

・
日
祝
・
日
土
（分

12

月
29

3

）
業
休
は
で
ま
日

●

法
方
募
応

　

子
電
・
紙
手
・
き
が
は

　

4
月

●

象
対
　

童
児
の
前
学
就
い
な
い
て
し
園
入
に
園

●

み
込
し
申

　

申
お
接
直
に
園
育
保
各

　

で
合
組
用
利
設
施
工
加
産
農
科
明

味
花
「
は
噌
味
む
込
仕
に
頃
く
咲
の
花●

時
日

　

▽
4
月
18

）
月
（
日

　
　

後
午

0
時
30

3
時

▽
4
月
19

）
火
（
日

　

前
午

9

3
時

▽
4
月
20

）
水
（
日

　

前
午

9

11
時

●

所
場
　

●

象
対
　

3

続
間
日

人
る
き
で
が
講
受
て
け

●

員
定
　

10

）
順
着
先
（
人

●

師
講
　

営
運
合
組
工
加
物
産
農
科
明

員
委

●

用
費
　

費
料
材

　

噌
味
の
り
帰
ち
持

10

3

円
千

●

物
ち
持

　

19

食
昼
は
者
加
参
の
日

●

み
込
し
申

　

4
月
4

ら
か）
月
（日

6

　

年
成
る
よ
に
力
協
の
会
協
務
法
事
民

を
口
窓
談
相
料
無
る
す
関
に
度
制
見
後

る
あ
が
安
不
に
活
生
の
後
今
め
た
の●

時
日
　

4
月
21

）
木
（
日

後
午

1
時
30

3
時
30
分

●

所
場
　

●

み
込
し
申

　

4
月
15

土
（）
金
（
日

し
申
お
で
話
電
に
で
ま
）
く
除
は
日

8
時
30
分

5
時
15

）
で
ま
分

で
園
育
保
部
南
科
豊
ら
か
月
４

す
ま
り
ま
始
が
業
事
り
か
預
時
一

係
育
保
課
育
保
童
児

（

・

８
２
７
０

 

・

３
０
７
０

）集
募
の
者
加
参」
室
教
験
体
り
く
づ
噌
味
「

係
興
振
業
産
課
設
建
業
産

（

・

１
０
０
３

 

・

７
４
７
４

）

談
相
料
無
る
す
関
に
度
制
見
後
年
成

内
係
防
予
護
介
課
護
介
者
齢
高

（

・

０
６
７
０

 

・

３
０
７
０

）

る
守
を
利
権
の
者
害
障
と
者
齢
高

内
係
防
予
護
介
課
護
介
者
齢
高

（

・

０
６
７
０

 

・

３
０
７
０

）

項
事
意
注
※

　

成
「は
に
頭
先
の
称
名
▽

用
使
で
等
設
施
の
他
▽
」
○
○
○
○

●

限
期
募
応

　

5
月
10

）
火
（
日

●

先
募
応

　

〒

３
０
３
８
‐
９
９
３高

穂
市
野
曇
安

１
８
１
９

係
防
予
護
介
課
護
介
者
齢
高hokatsushien

＠city.azumino.nagano.jp

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

験

体

護

介

者

齢

高

1415 広報あづみの　2011.3.23 2011.3.23　広報あづみの

人権感覚の種まき
人権擁護委員　横内理恵子

人 権 コ ラ ム

　人権擁護委員の活動のひとつに「人権啓発活動」が
あります。今回はその活動についてお話したいと思い
ます。私たち安曇野市の人権擁護委員は、幼い頃から
人権尊重の大切さを知ってほしいと願い、手作りの寸
劇「ひとりぼっちの赤とんぼ」を三郷西部保育園で上
演させていただきました。

うとんぼが、羽が破れているとか、色が違うとかの理
由で仲間はずれにされます。「どうしてボクはみんなに
嫌われるのだろう？」と悩む主人公。「ひとりひとり少
しずつ違っているけれど、私たちみんなとんぼの仲間

友「、がぼんとたし悪地意。ちだ友るれくてしま励と」よ
だちに意地悪するのはよくないこと」と気付いて反省
し、仲直りをしてみんなで手をつなぎ、大空へ飛んで
いく―という物語です。
　園児たちの澄んだ瞳は、劇に釘付けです。いじめら
れて悲しむトンちゃんの気持ちになり、仲直りできて
よかったと安心の声が聞こえてきました。「いじめはや
めよう」「みんな仲良くしよう」というメッセージは十
分に伝わったように思いました。
　「自分と同じように相手を大切に思う」人権感覚の源
への種まきは、幼い時期にこそ重要です。目で見て、
体で感じた子どもたちは思いやりや優しさの芽を育て
ていってくれることでしょう。そうして、まっさらな
柔軟な心に人権感覚が育まれた時、やがて人権尊重社
会は実現していくと思うのです。
　来年度、市内のたくさんの園児にこの劇を届けられ
たらと委員一同、意欲を燃やしています。
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